
概要

coreIN-Mic4 は labCORE 用の拡張ボード
です。4 つのマイクロホン入力を備え、それぞれ
7 ピン LEMO 端子でマイクロホンが接続され
ます。接続したマイクロホンには電圧と分極電
圧を供給します。さらに、 TEDS をサポートし
ておりマイクロホンとデータ交換が可能です。
labCORE は最大 4 つの coreIN-Mic4 
ボード（前面 1、背面 3）をサポートします。
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解説
coreIN-Mic4 は 4 つの高精度・
低ノイズマイクロホン入力により lab
CORE を拡張します。
coreIN-Mic4 ボード用にlabCORE
は前面に 1 つ、背面に最大 3 つの
スロットを備えています。
7ピン LEMO 端子はそれぞれ±60
ボルトと＋120ボルトを供給します。
さらに、coreIN-Mic4 は 200 ボルト
の分極電圧を有極性マイクロホンに
供給します。ボードは TEDS をサポー
トしており外部接続マイクロホンの電圧
や校正値の情報交換が可能です。
coreIN-Mic4 が labCORE 前面
に搭載されている場合は各入力端子
の隣のLEDが色の変化で入力レベル
を表示し、背面搭載ボードの入力
レベルは labCOREのLCD ディスプレ
ーがを表示します。

主なフィーチャー
・汎用 7ピン LEMO 端子
・各入力、200 ボルト分極電圧
・各入力、±60または＋120ボルト
供給電圧
・TEDS 対応

アプリケーション
・ダミーヘッドの耳マイクロホンの入力
・測定マイクロホンの入力

09.19 D7730jp1 記述内容が変更になる可能性があります。

coreIN-Mic4
(Code 7730)
マイクロホン入力ボード

labCOREの背面パネル、 coreIN-Mic4ボード を 3 つ搭載した例

典型的な全高調歪 (THD+N)

典型的な周波数特性



labCOREの背面パネル、 coreIN-Mic4ボード を 3 つ搭載した例

09.19 D7730jp1 記述内容が変更になる可能性があります。

coreIN-Mic4搭載のlabCORE前面パネル

一般要件
ハードウエア
・labCORE (Code 7700)モジュール式
多チャンネルハードウエアプラットフォーム
・coreBUS (Code 7710)
labCORE I/O BUSメインボード

ソフトウエア
下記ソフトウエアアプリケーションの内最低
1 つが必要です。
・ACQUA (Code 6810)
ACQUA 標準：ベーシック分析ソフト
ウエアフルライセンスバージョン
・RC-labCORE (Code 6984)   
labCORE用リモートコンフィグレーション
ソフトウエア
・VoCAS (Code 6985)音声認識
分析システム
（VoCAS利用時のコントロール設定のみ）

納品アイテム
・coreIN-Mic4 (Code 7730)
マイクロホン入力ボード
ーlabCORE と同時納入の場合は
labCOREにcoreIN-Mic4 が搭載
された状態で出荷されます。
ー後付けの場合は搭載作業の為に
labCORE を一度返送頂きます。


